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高齢期になっても自分らしく元気に暮らそう

　
　
介
護
予
防
事
業
の
紹
介

◆
介
護
予
防
教
室

（
現
在
６
町
内
会
、
１
団
体
で
開
催
）
　

　
各
町
内
会
を
単
位
と
し
て
、
公
民
館
な
ど
を

活
用
し
た
介
護
予
防
教
室
の
開
催
に
つ
い
て
助

成
を
行
い
ま
す
。
活
動
の
運
営
等
は
各
町
内
会

が
主
体
と
な
り
ま
す
。
活
動
内
容
な
ど
に
つ
い

て
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
要
件
／
週
１
回
以
上
も
し
く
は
月
１
回

開
催
す
る
町
内
会
等

◆
い
き
い
き
百
歳
体
操
を
用
い
た

通
い
の
場
づ
く
り
　

（
現
在
19
ヵ
所
で
開
催
）
　

　
町
内
会
の
公
民
館
な
ど
歩
い
て
通
え
る
場
所

を
活
用
し
、
週
１
回
も
し
く
は
週
２
回
の
体
操

を
実
施
す
る
団
体
へ
、
体
操
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
無
償
配

布
や
事
前
説
明
会
、
体
力
測
定
な
ど
の
支
援
を

行
い
ま
す
。

▼
各
団
体
で
準
備
す
る
も
の
／

テ
レ
ビ
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
プ
レ
イ
ヤ
ー
、
背
も
た
れ
の

あ
る
イ
ス

▼
問
い
合
わ
せ
／

舟
形
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　☎
（
32
）
８
７
６
２
　

現況報告会の様子恩師と一緒に 母校旧富長小にて 母校舟形小にて

　加齢による老化は、だれにでも等しく起こります。何もしないままでは、さらに身体の機能低下を起
こし、寝たきりなどにつながるおそれがあります。
　何歳になっても住み慣れた地域で、自分らしく生活するためには何が必要でしょうか。今回は高齢者
がますます元気に安心して生活するための支援をご紹介します。

　介護サービスは、介護が必要となる時になくてはな
らない支援の1つです。しかし、介護が必要にならない
ようにする、介護予防も大切です。介護予防は、だれ
かに言われて行うのではなく、自分自身で、友達同士
で、地域の人と一緒に、どのような取り組みができる
かを考えていくことがポイントです。
　町では、「地域の人が主体・主役」の介護予防拠点と
しての介護予防教室や、百歳体操を用いた地域の通い
の場を継続支援し、今後は各町内会に１ヵ所の拠点の
創出を目指します。

「地域の人が主役」の介護予防の拠点づくり

　
８
月
14
日
、
今
年
の
新
成
人
50

名
を
対
象
と
し
た
舟
形
町
成
人
式

が
、
舟
形
町
中
央
公
民
館
を
会
場

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
会
場
に
は
43
名
の
新
成
人
が
集

い
、
久
し
ぶ
り
に
再
会
し
た
恩
師

や
旧
友
た
ち
と
、
写
真
撮
影
や
思

い
出
話
に
花
を
咲
か
せ
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
森
富
広
町
長
か
ら

の
式
辞
や
、
恩
師
か
ら
の
は
な
む

け
の
言
葉
の
ほ
か
、
小
学
校
６
年

生
時
に
書
い
た
家
族
新
聞
（
山
形

新
聞
社
主
催
）
が
新
成
人
一
人
ひ

と
り
に
返
還
さ
れ
、
当
時
を
思
い

返
し
な
が
ら
和
や
か
な
雰
囲
気
で

式
が
進
行
し
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
新
成
人
を
代
表
し
て
、

西
尾
浩
暉
さ
ん
（
長
者
原
）
が
誓

い
の
言
葉
を
述
べ
、
新
成
人
た
ち

は
大
人
に
な
る
と
い
う
責
任
と
自

覚
を
改
め
て
感
じ
て
い
る
よ
う
で

し
た
。

　
式
典
終
了
後
は
、
成
人
式
実
行

委
員
会
主
催
の
現
況
報
告
会
が
行

わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
現
在
の
職
業

や
将
来
の
目
標
に
つ
い
て
な
ど
、

話
が
弾
ん
で
い
ま
し
た
。
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